
題
　
詩

宰
相
�
�
慶
不
久
仙
�
捧
日
受
無
由
短
命
短
於
囘
也
短
千
秋
�
灑
壬
申
秋

柳
絮
�
�
　
�
武
�
雲
衣
月
鏡
�
�
臣
上
下
弁
冠
詞
藻
美
�
風
含
�
�
千
春

秋
聲
雁
�
智
藏
子
枕
石
巖
中
釋
�
慈
後
來
�
筆
眼
心
�
韻
法
雖
�
無
此
詩

當
時
緝
藻
號
懷
風
乃
謂
�
存
�
俗
功
今
日
篇
篇
新
釋
去
寸
心
千
古
不
成
�

昭
和
二
年
�
在
丁
卯
秋
九
月
�
潭
子
萬
仞



凡
例

　
一
、『
懷
風
藻
』
は
、
本
�
最
古
の
詩
集
な
り
。
尤
も
珍
重
す
べ
し
。
是
れ
よ
り
六
十
五
年
後
、

小
野
岑
守
等
が
奉
敕
�
の
『
凌
雲
集
』
出
で
、
是
れ
よ
り
五
年
後
、
仲
雄
王
等
が
奉
敕
�
の
『
�

華
秀
麗
集
』
出
で
、
是
れ
よ
り
九
年
後
、
滋
野
貞
主
等
が
奉
敕
�
の
『
經
國
集
』
出
づ
。
日
本

上
古
の
�
詩
、
是
の
四
部
と
爲
す
。
皆
是
れ
元
白
の
餘
風
を
受
け
ざ
る
も
の
な
り
。
而
か
も
四

部
皆
注
解
本
を
見
ず
。
今
其
最
古
の
詩
集
に
就
て
俗
解
を
爲
す
、
�
ち
無
用
の
業
に
あ
ら
ず
と

信
ず
。

　
二
、『
懷
風
藻
』、
作
�
六
十
餘
人
、
詩
百
二
十
首
。
皆
是
れ
�
紳
名
族
、
一
も
布
韋
の
士
無

し
。
�
謂
�
廷
�
學
に
し
て
、
民
衆
�
學
に
あ
ら
ず
。
西
土
最
古
の
詩
、
�
ち
『
毛
詩
』
が
民

衆
�
學
た
る
と
�
く
背
反
す
る
も
の
。
推
し
て
以
て
知
る
べ
し
、
�
學
、
政
治
、
上
よ
り
出
て

下
に
及
ぶ
と
、
下
よ
り
出
て
上
に
及
ぶ
と
、
其
の
相
�
あ
る
こ
と
を
。
官
�
民
卑
の
陋
�
を
除

か
ん
と
欲
す
る
士
は
、
宜
し
く
心
し
て
是
の
�
を
讀
む
べ
き
な
り
。

　
三
、
江
邨
君
錫
云
ふ
、
草
莽
の
士
、
叨
に
�
貴
の
著
撰
を
�
論
せ
ん
は
不
敬
な
り
と
。
余
は

今
、
詩
の
�
貴
を
見
て
、
人
の
�
貴
を
見
ず
。
是
の
故
に
、
是
レ

是
非
レ

非
、
�
學
の
�
明
を
期

す
。

　
四
、
作
�
に
し
て
傳
の
明
白
な
る
も
あ
り
。
而
か
も
多
く
は
明
白
な
ら
ず
。
此
の
集
の
�
輯

�
已
に
大
�
言
大
島
の
詩
下
に
自
レ

�
以
降
、
�
人
未
レ

得
二

傳
記
一

と
。
而
か
も
大
島
以
降
に
、
天

武
天
皇
あ
り
、
高
市
�
呂
あ
り
、
犬
上
あ
り
、
�
あ
り
。
皆
其
の
傳
記
明
ら
か
な
り
。
乃
ち
明

ら
か
な
る
も
の
は
、
略
記
し
て
事
�
を
知
ら
し
む
。

　
五
、
懷
風
藻
の
世
に
流
行
す
る
�
種
の
本
あ
り
。
從
て
字
句
に
異
同
あ
る
は
勿
論
な
り
。
此

等
の
異
本
を
參
證
し
て
一
本
某
の
字
は
某
に
作
る
と
書
す
る
は
�
究
�
の
爲
め
其
の
�
な
る
を

知
る
。
而
か
も
此
れ
を
爲
さ
ざ
る
は
讀
�
の
讀
み
易
き
を
主
と
す
れ
ば
な
り
。
�
究
�
は
�
究

�
と
し
て
。
別
に
考
證
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。



懷
風
藻
序

　
ノ

　
　
ク

イ
タ
ツ
ラ

懷
風
撰
�
。
未
レ

詳
二

其
人
一。
鵞
峯
林
子
。
嘗
語
レ

人
曰
。
淡
�
三
�
乎
。
先
�
之
言
。
而
豈
徒

ナ
ラ
ン

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
ニ　
　
ル

　
　
テ

哉
。
博
雅
之
士
。
�
レ

當
レ

知
也
。
曩
昔
鵜
�
山
脇
二
氏
。
授
二

于
剞
�
一。
印
行
�
成
。
而
仍
依
二

　
　
ニ

　
　
メ
コ
レ
ヲ

　
　
ニ

　
　
ム

　
　
ヲ

舊
本
一

未
レ

�
レ

有
二
レ

冗
�
異
同
一。
今
正
二

�

善
本
一。
以
廣
二

其
傳
一。
嗟
夫
。

　
ノ

チ
カ
イ
カ

　
　
ル
　
　
　
セ
ヨ

本
�
上
世
雅
風
。
斯
�
亦
庶
乎
。
觀
�
察
　

焉
。

　
寶
永
甲
申
之
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
崎
　
�
　
題



懷
風
藻
序

ハ
ル
カ
ニ

ヲ

ハ
ル
カ
ニ　　
　
ル
ニ

　
　
ヲ

ソ
ノ　
　
ニ　
　
ス
　
　
ヲ

カ
シ
ハ　
　
ニ

　
　
ノ

　
　
タ

逖

聽
二

�
修
一。
遐

觀
二

載
籍
一。
襲
山
降
レ

蹕
之
世
。
橿
原
建
レ

邦
之
時
。
天
�
艸
創
。
人
�
未

　
　
ラ

　
　
テ

　
　
シ
　
　
ヲ

　
　
　
　
ス
ル
ニ

レ

作
。
至
二

於
�
后
征
レ

坎
。
品
�
乘
一レ

乾
。

  

、
テ
キ

　
　
ム

　
　
　
　
タ
ル
ヲ

  

、
、

ム
カ

　
逖
は
逖
�
な
り
。『
楚
辭
』
に
悼
二

來
�
之
逖
逖
一

　
と
あ
り
。
�
修
も
『
楚
辭
』
に
出
づ
。
�

シ

  
、

  

、
、

  

、
、
、
、
、

世
に
�
を
修
め
た
る
君
子
。
遐
は
遐
�
、
載
籍
は
書
物
、
古
人
の
書
物
を
觀
る
に
。
襲
山
降
蹕
之

  

、世
、
�
武
天
皇
が
初
め
て
日
向
國
高
千
穗
の
宮
に
在
し
。
熊
襲
八
十
梟
等
を
山
に
�
に
征
�
し

  

、
、

玉
ふ
の
世
。
日
本
紀
に
駈
山
蹕
以
�
止
と
あ
る
は
此
の
序
に
傚
ふ
て
作
り
し
句
な
り
。
橿
原
中

  

、
、
、
、

國
を
征
�
し
。
而
し
て
�
に
大
和
の
橿
原
に
奠
�
し
玉
ふ
。
是
の
時
や
�
謂
天
�
艸
創
、
自
然

  

、
、
、
、

こ
う
き

  

、
、
、
、

の
草
昧
に
一
任
す
。
人
�
未
作
、
武
の
み
に
し
て
�
は
未
だ
興
�
せ
ず
。
�
后
征
坎
、
�
武
よ

  
、
、

ホ
ム
タ

り
八
百
年
後
に
�
后
あ
り
、
坎
を
征
す
。
坎
は
韓
な
り
。
品
�
は
先
哲
曰
く
譽
田
帝
、
�
ち
應

  

、
、

�
天
皇
な
り
と
。
天
皇
は
�
功
皇
后
の
太
子
な
り
。
乘
乾
は
�
位
し
て
天
子
と
爲
る
を
謂
ふ
。

　
　
　
シ
テ
　
　
キ

　
　
ニ

　
　
　
シ
テ

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
キ
　
　
ヲ

百
濟
入
�
。
啓
二

於
龍
�
於
馬
廐
一。
高
麗
上
表
。
圖
二

烏
册
於
鳥
�
一。
王
仁
始
�
二

蒙
於
輕
島
一。
辰

　
　
ニ　
　
ク
　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ニ
　
　
　
シ
ム
　
　
　
ヲ
メ

　
　
　
　
ス
ス
ミ

　
　
ニ
　
　
　
ヲ
メ　
　
カ

　
　
ニ

爾
�
敷
二

�
於
譯
田
一。
�
使
下

俗
　

漸
二
　

洙
泗
之
風
一。
人
　

趨
中

齊
魯
之
學
上。

こ
ア

チ

キ

　
應
�
天
皇
の
十
五
年
秋
八
月
に
百
濟
王
、
其
の
子
阿
直
岐
を
し
て
良
馬
を
貢
せ
し
む
。
阿
直

岐
頗
る
經
典
に
�
ず
。
帝
之
に
問
て
曰
く
、
汝
が
國
の
博
士
、
汝
よ
り
賢
れ
る
�
あ
る
か
。
對

ワ

ニ

て
曰
く
王
仁
な
る
�
あ
り
、
一
國
の
秀
な
り
。
十
六
年
帝
乃
ち
荒
田
別
を
�
て
、
王
仁
を
徴
す
。

�
十
六
年
二
月
、
百
濟
王
、
王
仁
を
し
て
入
�
せ
し
む
。
論
語
十
卷
、
千
字
�
一
卷
を
獻
ず
。
�

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  

、
、

�
の
興
る
、
此
に
始
ま
る
。
龍
�
、
馬
廐
、
烏
册
、
鳥
�
、
皆
其
の
事
を
記
す
る
に
潤
�
し
た

か
ら
す

る
�
字
の
み
。
先
哲
曰
く
�
�
帝
【
應
�
天
皇
よ
り
二
百
年
後
】
の
元
年
に
高
麗
の
上
表
烏
の

は
ね

  

、
、

  

、
、

�
に
書
す
、
辰
爾
え
を
解
す
と
。【
辰
爾
は
百
濟
人
な
り
。】
輕
島
は
輕
島
豐
明
宮
、
應
�
天
皇

み
や
こ

  

　
を
さ

  

、  

、
だ
　
　
　
　
　

  

、
、
、
、  

、
、
、
、
△

△

△

△

の
�
。
譯
田
は
�
�
天
皇
の
�
、
洙
泗
之
風
、
齊
魯
之
學
、
孔
子
之
學
の
四
字
に
て
足
る
�
を
、

漢
�
の
法
と
し
て
洙
泗
齊
魯
な
ど
と
作
り
た
る
な
り
。
洙
泗
は
齊
魯
の
間
を
流
る
ヽ
川
、
孔
子



は
魯
に
生
れ
て
、
齊
に
早
く
�
を
垂
れ
し
な
り
。

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
　
メ
テ　
　
ス

　
　
ヲ

ア
カ
メ
テ

　
　
ヲ

　
　
ニ

�
二

乎
�
�
太
子
一。
設
レ

�
分
レ

官
。
�
�

制
二

禮
義
一。
然
而
專
崇
二
　

釋
�
一。
未
レ

遑
二

篇
章
一。
及
レ

至
二

　
　
ニ

　
　
シ

　
　
ヲ

　
　
メ

　
　
ヲ

　
　
　
タ
リ

　
　
ニ

　
　
ニ

淡
�
先
帝
之
受
命
一

也
。
�
二

開
帝
業
一。
弘
二

闡
皇
�
一。
�
格
二

乾
坤
一。
功
光
二

宇
宙
一。

　
�
�
太
子
は
�
謂
廐
�
皇
子
。
用
明
天
皇
の
子
、
�
�
帝
の
后
�
ち
炊
屋
�
皇
后
を
立
て
是

  

、
、

を
推
古
天
皇
と
爲
す
。
廐
�
皇
子
は
皇
太
子
と
し
て
、
攝
政
と
爲
る
。
設
�
分
官
、
推
古
帝
の

△

△

十
一
年
に
太
子
始
め
て
官
位
十
二
階
を
定
め
、
十
二
年
憲
法
十
七
條
を
製
す
。【
書
記
の
�
。】

　
　
メ

　
　
ヲ

　
　
ヲ

『
法
王
帝
�
』
を
案
ず
れ
ば
乙
丑
年
五
月
、
�
淮
二

五
行
一

定
二

�
位
一

七
月
立
二

十
七
條
憲
法
一

と
あ

△

△

  

、
、
、
、

れ
ば
、
推
古
天
皇
の
十
三
年
な
り
と
す
。
專
崇
釋
�
、
太
子
は
儒
佛
二
�
を
弘
布
し
玉
へ
ど
も
、

最
も
力
を
勞
し
玉
ふ
は
釋
�
な
る
こ
と
は
否
定
す
べ
か
ら
ず
。
法
華
と
維
�
と
�
鬘
三
經
の
義

疏
を
製
し
、
法
隆
寺
、
四
天
王
寺
、
橘
寺
等
を
�
立
し
、
釋
�
を
�
重
し
玉
ふ
こ
と
、
明
白
の

事
實
な
り
。
而
か
も
百
の
工
藝
技
�
、
建
築
な
り
、
繪
畫
な
り
、
今
に
至
る
ま
で
其
の
恩
を
蒙

  

、
、
、
、

む
ら
ざ
る
�
無
し
。
未
遑
篇
章
、
乃
ち
釋
�
弘
布
に
力
を
勞
し
玉
ふ
故
に
、
詩
篇
を
作
り
、
�

章
を
屬
り
玉
ふ
遑
は
無
し
と
な
り
。
但
し
十
七
憲
法
の
如
き
名
�
あ
り
、
他
の
篇
章
百
や
千
あ

る
も
何
ぞ
及
ば
ん
。
天
智
帝
を
指
し
て
先
帝
と
稱
す
る
に
は
、
此
の
書
の
作
�
は
天
武
の
世
の

人
た
る
や
無
疑
。
但
し
天
�
�
寶
三
年
と
あ
る
か
ら
に
は
天
智
、
弘
�
、
天
武
、
持
統
、
�
武
、

さ
か
の

元
明
、
元
正
、
�
武
、
孝
�
と
八
帝
を
�
た
り
、
先
帝
の
意
義
を
�
く
�
ぼ
り
て
用
ゆ
と
せ
ば
、

  

、
、

  

、
、
、
、

  

、
、
、
、

  

、
、
、
、

是
れ
亦
支
障
有
る
こ
と
無
し
。
受
命
は
�
位
す
る
こ
と
�
開
帝
業
、
弘
闡
皇
�
、
�
格
乾
坤
、

  

、
、
、
、

功
光
宇
宙
、
此
の
十
六
字
は
天
智
天
皇
に
あ
ら
ず
ん
ば
受
る
能
は
ず
。
天
智
は
實
に
此
の
如
く

な
り
し
な
り
。
天
皇
が
聰
明
を
�
く
る
に
、
中
臣
�
足
の
忠
亮
を
以
て
す
。
�
に
南
淵
先
生
な

る
�
あ
り
、
善
く
周
�
孔
子
の
�
を
�
く
と
、
此
の
讚
言
は
一
人
の
私
言
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

ヲ
モ
ヘ
ラ
ク
　
　
へ
　
　
ヲ

　
　
　
　
ス
ル
ハ　
　
ヲ

　
　
ク
タ
ツ
ト
キ
ハ　　
　
ヨ
リ

　
　
シ
　
　
ヲ
テ
ラ
ス
コ
ト　
　
ヲ

イ
ツ
レ
カ
　
　
　
　
ナ
ラ
ン
　
　
　
ヨ
リ

　
　
ニ　
　
チ　
　
テ

�
而
以
爲
。
調
レ

風
�
レ
　

俗
。
莫
レ

�
レ
　
　

於
レ

�
。
潤
レ

�
�

光
レ
　
　

身
。
孰
　
先
レ
　

於
レ

學
。
爰
則
建

　
　
ヲ

　
　
シ

　
　
ヲ

　
　
メ

　
　
ス

　
　
ヲ

　
　
タ
　
　
レ　
　
ラ

二

庠
序
一。
徴
二

茂
才
一。
定
二

五
禮
一。
興
二

百
度
一。
憲
章
法
則
。
規
模
弘
�
。
夐
古
以
來
。
未
二

之
有
一

也
。



　『
國
�
』
を
案
ず
る
に
、
帝
好
學
能
�
、
治
體
に
明
�
す
、
學
校
を
興
し
、
典
禮
を
制
し
、
�

物
憲
章
、
燦
然
と
し
て
觀
る
べ
し
。
規
模
宏
�
、
振
古
未
だ
曾
て
有
ら
ず
。
後
世
帝
中
興
�
と

稱
す
。
良
と
に
以
あ
り
。
安
積
覺
曰
く
天
智
は
中
興
の
英
主
な
り
、
百
濟
を
�
く
る
の
一
擧
、
其

け
が

の
度
量
大
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
然
れ
ど
も
�
征
功
無
し
、
果
し
て
其
れ
武
を
黷
す
の
嘲
を
�
れ

  

、
、

ざ
ら
ん
や
。
五
禮
は
、
祭
祀
と
喪
祭
と
賓
客
と
軍
旅
と
冠
婚
と
な
り
。

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ニ　
　
ク

　
　
ヲ

於
是
三
階
�
煥
。
四
�
殷
昌
。
旒
�
無
爲
。
巖
�
多
レ

暇
。
旋
招
二

�
學
之
士
一。
時
開
二

置
醴
之
�

　
　
テ

ト
キ
ニ

　
　
レ
　
　
ヲ

　
　
ス
　
　
ヲ

一。
當
二

此
之
際
一。
宸
瀚
垂
レ

�
。
賢
臣
獻
レ

頌
。
雕
章
麗
筆
。
非
二

唯
百
篇
一。

  

、
、

  

、
、
へ
い
し
や
う
く
わ
ん
う
つ

　
三
階
は
或
人
曰
く
土
階
三
等
の
意
な
ら
ん
と
。
未
詳
。
�
煥
、
�
章
煥
蔚
と
成
語
し
て
、
�

  

、
、
、
、

  
、
、

釆
光
輝
あ
る
の
謂
な
り
。
四
�
殷
昌
天
下
太
�
な
り
。
旒
�
「
フ
キ
ナ
ガ
シ
ノ
ハ
タ
」
な
れ
ど
、

  
、
、
、
、

以
て
宮
廷
に
譬
ふ
。
宮
廷
無
爲
と
し
て
意
味
を
取
る
べ
し
。
巖
�
多
暇
、
�
�
多
暇
と
同
じ
。
君

  

、
、
、
、
、
、  

、
、
、
、
、
、  

、
、
、
、  

、
、

臣
共
に
政
治
に
暇
多
き
な
り
。
旋
招
�
學
之
士
、
時
開
置
醴
之
�
、
宸
瀚
垂
�
、
獻
頌
、
云
云
、

�
�
に
流
る
る
を
諷
す
る
が
如
き
の
�
意
な
り
、『
懷
風
藻
』
一
卷
、
詩
一
百
二
十
、
作
�
六
十

四
人
、
人
は
皆
隱
�
に
あ
ら
ず
、
�
民
に
あ
ら
ず
、
盡
く
政
治
を
�
用
し
て
、
以
て
世
を
救
ふ

べ
き
責
任
を
有
す
る
人
な
り
。
而
し
て
詩
は
何
ぞ
、
�
獵
の
詩
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
宴
�
の
詩
な

り
。
而
し
て
�
宴
の
詩
九
分
を
占
む
。
詩
は
志
也
、
豈
酒
と
�
と
の
み
を
言
ふ
の
具
な
ら
ん
や
。

惜
哉
、
天
子
の
聰
明
も
、
賢
臣
の
宏
才
も
、
多
く
之
を
知
ら
ざ
り
し
な
り
。

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ク　
　
フ

　
　
ニ

　
　
ニ　
　
ヒ

　
　
ヲ

　
　
ヲ

　
　
ヲ
チ
ツ
カ
タ

　
　
ス

　
　
ノ

但
時
經
二

亂
離
一。
悉
從
二

�
燼
一。
言
念
二

湮
滅
一。
�
悼
傷
レ

懷
。
自
レ

�
�

以

降
。
詞
人
�
出
。
龍
潜

カ
ケ
ラ
シ

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ノ

　
　
ヘ

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
カ
　
　
　
シ
ミ

　
　
ヲ

王
子
。
翔
三
　

雲
鶴
於
二

風
筆
一。
鳳
�
、
天
皇
。
泛
二

月
舟
於
霧
�
一。
�
�
言
之
悲
二

白
�
一。
藤
太
政

　
　
　
ゼ
ル

　
　
ヲ

ノ
ホ
セ

　
　
ヲ

　
　
ニ

ト
ハ
ス

　
　
ヲ

　
　
ニ

之
詠
二

玄
�
一。
�
二

茂
實
於
�
�
一。
飛
二

英
聲
於
後
代
一。

　
是
に
由
て
之
を
觀
れ
ば
、
天
智
帝
の
�
後
に
、
�
謂
賢
臣
の
雕
章
麗
筆
、
百
篇
以
上
も
あ
り

し
な
る
も
、
壬
申
の
亂
に
�
う
て
、
悉
く
�
滅
し
た
る
な
り
。
此
の
事
を
懷
ひ
て
、
余
は
軫
悼

ヤ
マ已

ざ
る
な
り
。
�
は
軫
の
誤
寫
な
ら
ん
。
古
は
上
下
共
に
軫
悼
の
字
を
用
ふ
、
天
子
に
限
ら
ざ



る
な
り
。
蓋
し
考
ふ
其
の
�
滅
に
歸
し
た
る
麗
章
な
る
も
の
が
、
此
の
『
懷
風
藻
』
と
別
の
も

の
た
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
而
か
も
其
の
�
�
の
も
の
は
、
同
じ
く
宴
�
の
作
多
か
り
し
な
ら

  

、
、
、
、

  

、
、
、
、

ん
。
眞
の
詩
�
ち
志
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
龍
潜
王
子
は
大
津
皇
子
、
鳳
�
天
皇
は
�
武
天
皇
、

  

、
、
、

  

、
、
、

フ

ヒ

ト

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  

、
、

�
�
言
は
高
市
�
呂
、
藤
太
政
は
藤
原
不
比
等
な
り
。
雲
鶴
、
月
舟
、
白
�
、
玄
�
、
皆
是
れ

其
人
人
の
詩
中
の
語
を
取
る
。

　
　
テ

ノ

　
　
　
　
ハ
シ
メ　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
シ

　
　
ヲ

　
　
フ

　
　
ヲ

　
　
　
タ
リ　
　
　
コ
レ

余
以
二

�
官
餘
�
一。
�
二
　

心
�
囿
一。
�
二

古
人
之
�
跡
一。
想
二

風
月
之
舊
�
一。
雖
二

音
塵
眇
焉
一。
而
　

　
　
ニ　
　
リ

　
　
メ

　
　
ヲ

　
　
　
カ
ニ　
　
フ

　
　
　
　
　
　
タ
ル
コ
ト
ヲ
　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ク　
　
ヌ

　
　
ム

　
　
　
シ
ク

餘
�
斯
在
。
撫
二

芳
題
一

而
遙
　

憶
。
不
レ

覺
二

�
之
�
然
一。
　
　

攀
二

縟
藻
一

而
遐
尋
。
惜
二

風
聲
之
空

　
　
　
ル
ヲ
　
　
ニ　
　
チ　
　
メ

　
　
ヲ

　
　
フ

　
　
ヲ

コ
コ
ニ
ヲ
ヨ
ブ
マ
デ
　
　
ニ

墜
一。
�
乃
收
二

魯
壁
之
餘
�
一。
綜
二

秦
�
之
�
�
一。
�
自
二

淡
�
一。
云
曁
二
　

�
�
一。
凡
一
百
二
十

　
　
ス

　
　
ト

　
　
シ

　
　
ヲ

　
　
　
　
ハ
シ
テ

　
　
ヲ　
　
　
　
ラ
シ
メ

　
　
ニ

　
　
　
ス
ル

篇
。
勒
成
二

一
卷
一。
作
�
六
十
四
人
。
具
題
二

姓
名
一。
�
顯
二
　

�
里
一。
冠
二
　

于
篇
首
一。
余
撰
二

此
�

タ
メ
ナ
リ

ス
ル
ガ

　
サ
ラ
ン
ト

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
　
　
フ
コ
ト

　
　
　
　
シ
カ
リ

ホ
シ
ヤ

一

意
�
。
爲
レ

將
不
レ

忘
二

先
哲
�
風
一。
故
二

以
懷
一

風
名
レ

之
云
　
爾
。
于
レ

時
天
�
�
寶
三
年
�

ト
ル

　
　
ニ

在
二

辛
卯
一

�
十
一
月
也
。

  
、
、
、
、
、

『
懷
風
藻
』
の
一
篇
、
序
を
製
す
る
�
、
�
ち
一
書
の
�
輯
�
な
り
。
余
�
官
餘
暇
誰
か
其
の
人

  

、
、
、

を
解
す
る
�
ぞ
。
而
か
も
其
の
人
、
心
を
�
學
に
寄
す
る
人
、
門
外
の
人
に
は
あ
ら
ず
。
音
塵
眇

  

、  

、
、
、
、

焉
�
之
�
然
、
篇
中
の
人
と
知
己
た
ら
ず
ん
ば
、
豈
此
語
を
發
せ
ん
や
。
�
�
の
名
無
し
と
雖

  

、
、
、
、
、
、

△

△

△

△

△

も
、
�
�
其
の
人
明
白
な
ら
ず
や
。
自
淡
�
曁
�
�
の
下
此
間
八
十
年
の
五
字
を
加
ふ
る
宜
し
。

あ
だ
か

天
智
大
津
に
�
を
奠
め
し
よ
り
、
天
�
�
寶
三
年
に
至
る
恰
當
も
八
十
四
年
な
り
。
天
智
�
位

の
年
生
れ
し
�
と
し
て
も
、
年
八
十
四
な
り
、
篇
中
の
人
に
對
し
、
時
に
季
劍
の
�
あ
る
べ
し
。

�
の
�
然
た
る
、
是
れ
懷
風
の
實
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
因
て
�
に
附
記
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
林

鵞
峯
、
人
に
語
て
曰
く
淡
�
三
�
乎
と
、
松
崎
�
曰
く
先
�
の
言
、
豈
徒
ら
ん
や
。
乃
ち
考
ふ

淡
�
三
�
は
天
智
帝
皇
統
に
し
て
、
大
友
皇
子
、
�
野
王
、
池
邊
王
、
三
�
と
な
る
。
元
正
天

皇
の
養
老
六
年
【
天
智
�
御
後
五
十
二
年
な
り
。】
に
生
る
。
初
め
�
王
た
り
、
�
寶
三
年
に
姓

を
賜
ふ
、【
年
二
十
九
、
懷
風
藻
は
此
の
年
に
成
る
。】
八
年
惠
美
仲
�
呂
の
讒
す
る
�
と
爲
り
、

衞
士
府
に
囚
は
る
。
寶
字
八
年
、
�
池
使
と
爲
る
、
�
江
の
坡
地
を
修
す
、
仲
�
呂
反
し
、
�

江
に
據
ら
ん
と
欲
す
。
使
を
�
り
、
國
中
の
兵
馬
を
調
發
す
。
三
�
時
に
勢
多
に
在
り
、
使
人



及
び
同
惡
�
を
縛
す
。
功
を
以
て
正
五
位
上
勳
三
等
を
授
く
、
�
江
介
と
爲
る
。
�
護
二
年
功

田
を
賜
ふ
。
景
雲
の
初
、
旨
に
合
は
ざ
る
の
故
を
以
て
、
責
め
て
太
宰
少
貳
を
授
く
。
寶
龜
中
、

大
學
頭
�
�
章
博
士
と
爲
り
、
從
四
位
下
刑
部
�
に
至
る
。
延
�
四
年
卒
す
、
年
六
十
四
。
嘗

て
勅
を
奉
じ
�
武
以
來
の
謚
號
を
定
む
。」
又
一
�
あ
り
、
曰
く
、
三
�
淡
�
氏
、
幼
に
し
て
�

と
爲
り
、
元
開
と
云
ふ
。
後
�
俗
す
。
繪
畫
を
能
く
す
。
東
大
寺
開
壇
院
�
圖
、
鑑
眞
和
�
東

征
傳
繪
の
二
圖
は
、
元
開
眞
人
の
筆
と
あ
り
。
三
�
�
た
り
し
時
、
畫
く
�
な
り
と
。」
今
案
ず

る
に
、
鑑
眞
の
來
�
せ
る
年
は
天
�
�
寶
六
年
、
三
�
年
三
十
二
な
り
。
而
し
て
其
の
東
征
傳

を
�
び
し
年
は
寶
龜
十
年
己
未
と
あ
り
、
然
ら
ば
三
�
の
歿
す
る
延
�
四
年
、
乃
ち
七
年
�
、
三

�
五
十
八
な
り
。
年
五
十
八
に
し
て
�
び
し
書
に
、
眞
人
元
開
と
�
の
名
に
て
記
し
あ
る
を
見

れ
ば
、
�
俗
は
其
の
後
と
見
ざ
る
を
得
ず
。
�
俗
し
て
僅
僅
七
年
間
、
何
事
を
か
成
し
得
ん
や
。

且
鑑
眞
は
�
寶
六
年
に
來
�
し
て
、
寶
字
七
年
に
入
寂
す
、
其
の
間
十
年
な
り
。
而
し
て
戒
壇

△

△

△

を
築
か
れ
し
は
來
�
の
年
の
四
月
な
れ
ど
も
、
戒
壇
院
な
る
一
箇
の
院
の
成
り
し
は
何
年
何
月

△
　
　
テ

　
　
ニ
　
　
ニ　
　
ル

　
　
ヲ

な
る
や
、
�
然
せ
ず
。『
東
征
傳
』
に
依
れ
ば
、
後
於
二

大
佛
殿
西
一

別
作
二

戒
壇
院
一

と
あ
り
。
然

ら
ば
戒
壇
院
成
り
て
其
の
�
に
三
�
が
繪
か
く
と
言
へ
ば
、
年
三
十
五
六
の
時
に
當
る
。
�
池

使
と
爲
り
し
は
年
幾
許
ぞ
、
勢
多
に
在
り
し
は
年
幾
許
ぞ
、
正
五
位
上
と
爲
り
し
は
年
幾
許
ぞ
、

彼
と
此
と
取
次
に
照
合
し
て
見
る
と
き
は
、
元
開
と
三
�
は
�
く
別
人
に
し
て
同
一
人
に
は
あ

ら
ざ
る
べ
し
。
三
�
の
死
歿
は
鑑
眞
寂
後
二
十
三
年
な
れ
ば
、
�
は
ん
と
欲
す
れ
ば
�
ひ
、
話

せ
ん
と
欲
す
れ
ば
話
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
元
開
が
三
�
た
り
し
�
は
疑
ふ
べ
し
。『
懷
風
藻
』
も

必
ず
三
�
な
り
と
斷
ず
る
を
得
ざ
る
が
、元
開
は
三
�
な
り
と
言
ふ
�
よ
り
は
確
か
な
る
も
の
ゝ

如
し
。
市
河
寛
齋
は
『
日
本
詩
紀
』
に
於
て
、『
鑑
眞
和
�
東
征
傳
』
を
淡
�
三
�
撰
と
爲
す
、

元
開
眞
人
撰
と
あ
る
を
、
改
め
て
淡
�
三
�
撰
と
す
る
は
何
の
信
ず
る
�
あ
り
て
に
や
。
�
ほ

後
賢
の
考
證
を
待
つ
。



懷
風
藻
新
釋

釋
　
�
　
潭
著
　
　
　
　

林
　
古
　
溪
校
　
　
　
　

淡
�
�
大
友
皇
子
　
二
首

　
　
ハ

コ

ヘ
ン
ヰ

エ
ウ

　
　
ノ

皇
太
子
�
。
淡
�
帝
之
長
子
也
。
魁
岸
奇
偉
。
風
範
弘
深
。
眼
中
�
�
。
顧
�
�
�
。
唐
使
劉

ナ
リ
ト
メ　
　
ク

　
　
ノ

　
　
ノ

マ
コ
ト
ニ

　
　
ノ

ブ
ン

�
高
。
見
而
異
　
曰
。
此
皇
子
。
風
骨
不
レ

似
二

世
間
人
一。
實
　
非
二

此
國
之
分
一。

あ
ふ
み

　
淡
�
帝
と
は
�
ち
天
智
天
皇
。
天
皇
丁
卯
六
年
を
以
て
�
を
�
江
大
津
宮
に
�
す
。
�
江
は

あ
ふ
み

ひ
と
め

淡
�
な
り
。
魁
岸
以
下
八
字
は
、
容
貌
風
釆
の
揚
が
れ
る
を
謂
ふ
。
眼
中
以
下
八
字
は
目
�
に

う
ご
か
す

か
が
や
く

光
輝
あ
り
て
、
顧
�
�
に
�
�
の
謂
。
唐
の
星
使
劉
�
高
の
事
は
未
考
。
是
の
人
、
皇
子
を
一

見
し
て
嘆
稱
す
ら
く
、
皇
子
は
�
常
一
樣
の
人
に
あ
ら
ず
、
又
到
底
此
の
人
間
世
界
の
人
に
あ

ら
ざ
る
な
り
。【
國
は
日
本
を
指
す
。
分
は
分
際
な
り
。】

　
　
ア　
　
ル
　
　
　
ラ
ク
　
　

サ
ヽ
ゲ
テ　
　
ク

　
　
ニ

　
　
リ

　
　
テ　
　
テ

嘗
夜
夢
。
天
中
洞
啓
。
朱
衣
老
�
。
捧
レ

日
而
至
。
�
�
授
二

王
子
一。
忽
有
レ

人
。
從
二

腋
底
一

出
來
。

　
　
チ　
　
ヒ
　
　
　
モ
チ
サ
ル
ト

サ
メ
テ
　
　
シ
　
　
　
サ
ニ　
　
ル

　
　
ノ

　
　
ニ

　
　
メ　
　
ク
　
　
　
ク
ハ

カ
ン
セ
ン

奪
將
　
去
。
覺
驚
異
。
具
　

語
二

藤
原
�
大
臣
一。
歎
曰
恐
　

�
�
萬
�
之
後
。
有
二

巨
猾
�
�
一。

ひ
ら

王
子
が
或
る
夜
の
夢
に
見
る
、
天
上
の
洞
門
啓
く
や
、
朱
色
の
衣
�
を
著
け
た
る
老
�
、
日
輪

ま
さ

を
捧
げ
て
至
り
【
日
輪
は
天
位
に
譬
ふ
。】
之
を
�
げ
て
將
に
皇
子
に
授
與
せ
ん
と
す
。
其
の
一

刹
那
、
腋
底
【
底
は
庭
の
�
寫
な
ら
ん
。】
�
ち
宮
門
の
傍
よ
り
一
人
あ
り
、
�
如
來
つ
て
是
の

さ
め

つ
ぶ

日
輪
を
奪
ひ
去
る
。
其
の
奇
夢
な
る
を
驚
異
と
し
、
覺
て
具
さ
に
藤
原
の
�
大
臣
【
中
臣
�
足

な
り
。】
に
語
る
。
然
る
に
�
大
臣
は
嗟
嘆
し
て
曰
く
、
恐
く
は
至
�
【
天
智
天
皇
を
指
す
。】
一

す
き
ま

�
御
他
界
の
後
は
、
巨
猾
の
�
あ
り
、【
天
武
天
皇
を
指
す
。】
出
て
以
て
天
位
の
隙
�
を
窺
は

ん
。

蠶



　
　
ク

　
　
　
ン
ヤ

　
　
レ　
　
ク
　
　
　
ハ
ク

ツ
ト
メ
テ　　
　
メ
ヨ　
　
ヲ

然
臣
�
生
曰
。
豈
有
二

如
レ

此
事
一

乎
。
臣
聞
。
天
�
無
レ

親
唯
善
是
輔
。
願
　

大
王
勤
　
修
レ

�
。
�

異
不
レ

足
レ

憂
也
。

　
大
臣
曰
く
、
皇
子
が
夢
見
せ
し
が
如
き
事
は
實
際
必
ず
無
け
ん
。
臣
嘗
て
聞
け
り
天
�
は
�

�
に
て
私
親
無
し
、
唯
善
を
行
ふ
人
の
み
是
れ
輔
く
。【
天
�
云
云
は
司
馬
�
の
語
。】
願
ふ
�

は
大
王
勤
め
て
善
�
を
修
め
玉
は
ば
、
�
�
異
變
な
ぞ
憂
ふ
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
リ

　
　
　
レ
テ

　
　
ニ

　
　
テ　
　
ン
　
　
キ
サ
ウ

　
　
ニ

　
　
ニ

　
　
ヲ

　
　
テ

　
　
ス　
　
ヲ

臣
有
二

息
女
一。
願
�
二

後
庭
一。
以
克
二

箕
　

帚
之
妾
一。
�
結
二

姻
戚
一。
以
親
二

愛
之
一。

あ
て
る

な
す

　
後
庭
は
後
宮
、
後
�
共
に
同
意
義
、
天
子
や
親
王
の
息
ふ
�
。
克
は
當
の
意
。
又
爲
の
意
。
箕

ち
り

ち
り

　
　
ク

は
塵
を
取
る
器
。
帚
は
塵
を
掃
ふ
具
、
�
ち
「
ハ
ハ
ギ
」
な
り
。
�
記
高
�
紀
に
呂
�
曰
、
臣

　
　
　
シ
テ
　
　
ク
　
　
ス
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト　
　
ヲ

　
　
シ　
　
シ　
　
　
キ
ハ　
　
カ
ソ
ウ
ノ　
　
　
ク
ハ

　
　
　
セ
ヨ

　
　
　
ク
ハ
ナ
サ
ン

　
　
ト

少
好
レ

相
レ

人
、
相
レ
　
　

人
多
矣
無
レ

如
二

季
　

相
一、
願
　

季
自
愛
、
臣
有
二

息
女
一、
願
　
爲
二

箕
帚
妾
一、

漢
の
高
�
劉
季
は
呂
氏
と
姻
戚
關
係
を
結
び
し
な
り
。
今
�
大
臣
は
大
友
皇
子
と
姻
戚
關
係
を

結
び
し
な
り
。

ハ
ジ
メ
テ

　
　
ス

　
　
ム
　
　
ヲ

 

　
リ

　
　
テ

年
甫
　
�
冠
。
拜
二

太
政
大
臣
一。
總
二

百
揆
一

以
試
レ

之
。
皇
子
博
學
多
�
。
有
二

�
武
材
幹
一。
始
二

　
　
ム

　
　
ニ

　
　
　
レ
テ　
　
シ

　
　
　
　
　
ト
云
コ
ト
　
　
　
タ
ラ

　
　
テ　
　
ス

　
　
ト

親
萬
機
一。
羣
下
畏
　

莫
レ

不
二
　
　

肅
然
一。
年
二
十
三
。
立
爲
二

皇
太
子
一。

　
�
冠
は
、
普
�
男
子
二
十
�
を
云
ふ
。
皇
子
は
二
十
三
�
に
し
て
臣
分
と
し
て
無
上
の
官
職

た
る
太
政
大
臣
と
爲
ら
れ
し
な
り
。
天
智
が
齊
明
に
繼
ぎ
て
よ
り
十
年
、
�
位
し
て
よ
り
四
年

正
月
な
り
、
立
て
太
子
と
爲
り
し
は
是
の
�
十
月
な
り
。
�
足
は
天
智
二
年
を
以
て
薨
じ
、
姻

て
ん
ぶ
ん

戚
と
し
て
の
輔
佐
は
無
き
も
、
皇
子
天
分
の
材
幹
、
加
ふ
る
に
博
學
多
�
、
羣
臣
下
僚
。
粛
然

と
し
て
畏
れ
ざ
る
�
莫
し
。

　
　
テ

　
　
ノ

　
　
ノ

ヲ

　
　
ス

　
　
ト

廣
延
二

學
士
。
沙
宅
紹
明
。
塔
本
春
初
、
吉
太
�
許
�
母
木
素
貴
子
等
一。
以
爲
二

賓
客
一。
太
子
天

モ
ト　
　
ス

　
　
ヲ
　
　
　
セ
ハ　
　
ヲ　
　
リ
　
　
ト
　
　
　
セ
ハ　
　
ヲ　
　
ル
　
　
ト

　
　
ス

　
　
ヲ

　
　
タ　
　
　
ナ
ラ

　
　
ニ

性
明
悟
。
雅
愛
二

博
古
一。
下
レ

筆
成
レ

章
。
出
レ

言
爲
レ

論
。
時
議
�
歎
二

其
洪
學
一。
未
レ

幾
　

�
藻
日
　



ア
ラ
タ
ナ
リ

　
　
ノ　
　
ノ　
　
ニ

新
。
會
二

壬
申
年
亂
一。
天
命
不
レ

�
、
時
年
二
十
五
。

　
先
賢
曰
く
、
沙
宅
と
塔
本
は
地
名
、
紹
明
と
春
初
は
人
名
、
吉
太
以
下
十
字
未
考
と
。
先
賢

も
�
に
考
ふ
る
�
無
し
、
今
に
於
て
考
ふ
べ
き
由
無
し
。
唐
人
か
新
羅
人
な
る
べ
し
。
太
子
が

聰
明
に
し
て
且
好
學
の
人
た
り
し
事
以
て
見
る
べ
し
。
辛
未
の
年
、
二
十
三
に
し
て
太
子
と
爲

る
と
せ
ば
、
�
壬
申
の
年
は
二
十
四
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
然
る
に
二
十
五
と
爲
す
は
、
弘
�

天
皇
と
し
て
の
一
年
を
加
算
す
れ
ば
な
り
。
壬
申
の
亂
は
天
下
周
知
の
事
、
今
贅
す
る
の
要
な

し
。

五
言
侍
レ

宴
一
�

皇
　
明
　
光
二
　

日
　
月
一

　
　
ス

　
　
ヲ

帝
　
�
　
載
二
　

天
　
地
一

　
　
ニ

三
　
才
　
竝
　
泰
　
昌

　
　
ス

萬
　
國
　
表
二
　

臣
　
義
一

　
一
言
一
句
、
皆
な
父
君
た
る
天
智
天
皇
の
威
�
廣
大
な
る
を
頌
揚
し
た
る
も
の
、
天
に
於
て

日
月
の
光
明
な
る
は
天
の
�
な
り
、
地
に
在
て
帝
�
の
光
明
な
る
は
地
の
�
な
り
。
�
謂
天
地

人
の
三
才
泰
昌
な
る
と
き
は
、
萬
國
何
ぞ
臣
義
を
表
せ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ん
。
天
智
の
位
に
在
る

や
、
學
校
を
興
し
、
典
禮
を
制
し
、
�
物
憲
章
、
粲
然
と
し
て
觀
る
べ
し
、
�
家
謂
ふ
、
規
模

と

た
く

宏
�
、
振
古
未
曾
有
と
、
洵
に
然
り
。
二
十
字
塗
せ
ず
、
澤
せ
ず
、
漢
代
の
�
�
あ
り
。
詩
法

と
し
て
後
世
�
謂
�
で
�
り
、
仄
で
結
ぶ
拗
體
の
作
法
な
り
。
�
と
稱
す
る
も
唐
�
の
如
く
法

整
正
な
ら
ず
、
寧
ろ
古
詩
の
短
�
と
稱
す
べ
し
。
況
や
仄
韻
な
る
に
於
て
を
や
。

五
言
�
レ

懷
一
�

　
　
ケ

　
　
ヲ

�
　
�
　
承
二
　

天
　
訓
一

　
　
ス

　
　
ニ

鹽
　
�
　
寄
二
　

眞
　
宰
一



　
　
　
　
ラ
ク
ハ

　
　
　
　
キ
コ
ト
ヲ

　
　
ノ

羞
　
無
二
　

監
　
撫
　
�
一

イ
ヅ
ク
ン
ゾ　　
ク
　
　
　
マ
ン

安
　
能
　
臨
二
　

四
　
�
一

　
太
政
大
臣
と
し
て
の
懷
を
�
べ
た
る
詩
と
見
る
も
、皇
位
を
繼
承
し
て
の
懷
を
�
べ
た
る
詩
と

  

、

見
て
も
、
共
に
�
ず
と
雖
も
、
今
は
�
�
の
太
政
大
臣
と
し
て
の
作
と
す
る
切
な
る
を
覺
ゆ
。
�

  

、

  

、

�
は
人
倫
五
常
、
必
ず
人
の
準
ず
る
�
。
承
は
承
受
、
天
�
ち
上
帝
の
訓
令
を
承
け
る
な
り
。
鹽

  

、�
は
�
物
の
味
を
加
減
す
る
が
本
義
、
轉
じ
て
君
を
輔
佐
し
以
て
善
政
を
行
は
し
む
。『
書
經
』

エ
ツ
メ
イ

　
　
チ　
　
レ
　
　
　
セ
ヨ

  
、
、

　
　
　
　
　
ク
ニ
シ
テ
　
　
　
ル
ガ

○

○

ト
ク
ニ

【
�
命
】
に
爾
惟
鹽
�
�

と
あ
り
。
眞
宰
は
『
莊
子
』
齊
物
論
に
若
レ
　
　

有
二
　

眞
宰
一

而
特
　

不
不
レ

得

チ
ン
ヲ

き

ざ
し

二

其
�
一

と
あ
る
が
典
據
。
�
�
同
じ
、
目
兆
あ
り
。
�
物
�
�
ち
天
を
稱
し
て
眞
宰
と
曰
ふ
。
善

政
を
行
は
し
む
る
も
の
は
天
な
り
、行
ふ
�
は
人
な
り
。行
ふ
人
は
加
減
鹽
�
し
て
以
て
天
の
�

  

、

に
寄
與
す
る
な
り
。
�
�
に
政
治
を
執
て
、
決
し
て
私
意
を
加
へ
ず
と
な
り
。
唯
羞
づ
ら
く
は
、

  

、
、

  

、

監
撫
の
手
�
な
き
を
。
監
は
監
國
【
左
傳
】
撫
は
撫
軍
【
左
傳
】
是
れ
太
子
と
し
て
の
任
な
り
。

ぶ

す
い

�
監
は
監
觀
、【
詩
經
】
撫
は
撫
綏
書
經
、
是
れ
太
政
大
臣
と
し
て
の
任
な
り
。
自
ら
は
此
等
の

  

、
、
、
、
、

任
に
當
る
手
腕
を
有
せ
ず
。
安
能
臨
四
�
、
其
の
手
腕
を
有
せ
ざ
る
�
が
、
天
子
の
輔
佐
�
ち
太

政
大
臣
と
し
て
天
下
に
臨
む
は
、良
と
に
以
て
羞
づ
る
�
な
り
と
、大
に
其
�
辭
を
敍
べ
ら
れ
し

な
り
。

　
�
、
�
�
、
天
訓
、
眞
宰
、
老
莊
家
の
用
ふ
る
�
字
。
就
中
、
眞
宰
の
語
は
、
儒
流
の
知
ら

ざ
る
�
。
乃
ち
知
る
老
莊
の
學
、
是
の
時
�
に
盛
行
せ
し
こ
と
を
。
小
小
の
�
字
と
雖
も
、
亦

以
て
皇
子
が
志
し
の
大
な
る
を
見
る
に
足
る
。
但
し
始
め
て
詩
を
作
り
、
始
め
て
太
政
大
臣
と

爲
り
し
こ
と
は
特
記
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。



河
島
皇
子
　
一
首

皇
子
�
淡
�
帝
之
第
二
子
也
。
志
懷
�
裕
。
局
量
弘
雅
。
始
與
二

大
津
皇
子
一。
爲
二

莫
�
之
契
一。
及

　
　
ヲ

二

津
謀
一レ

�
。
島
則
�
レ

變
。
�
廷
嘉
二

其
忠
正
一。
�
友
�
二

其
才
�
一。
議
�
未
レ

詳
二

厚
�
一。
然
余
以

　
　
　
レ
テ

　
　
ヲ

　
　
ハ

　
　
テ

ノ
ミ

爲
。
忘
二

私
好
一

而
奉
レ

�
�
。
忠
臣
之
雅
事
。
背
二

君
親
一

而
厚
レ

�
�
。
悖
�
之
流
耳
。
但
未
レ

盡

二

爭
友
之
�
一。
而
陷
二

其
塗
�
一

�
。
余
亦
疑
レ

之
。
位
�
二

于
淨
大
參
一。
時
年
三
十
五
。

  

、
、  

、  

、

  

、
、
、
、

  

、

　
志
懷
�
裕
は
皇
子
が
人
と
爲
り
を
曰
ふ
。局
量
弘
雅
は
他
を
容
る
ゝ
の
量
の
弘
き
を
謂
ふ
。莫

  

、
、
、

か
な

  

、
、

�
之
契
二
人
同
心
相
契
ふ
を
謂
ふ
。【
莊
子
大
宗
師
】
謀
�
大
津
は
天
位
を
�
は
ん
と
欲
し
、
亂

  

、
、

  

、
、

を
興
す
。
皇
子
乃
ち
其
の
謀
反
を
�
廷
に
密
�
す
。
�
廷
は
之
を
忠
正
と
稱
し
、
�
友
は
其
の

  

、

�
誼
に
�
き
を
難
ず
。
懷
風
を
�
す
る
�
は
�
す
ら
く
、
私
を
忘
れ
、
�
に
奉
ず
る
是
れ
忠
臣

  

、  

、

  

、
、

の
雅
事
、
君
親
に
背
き
て
�
を
厚
く
す
る
�
は
、
悖
�
の
流
輩
の
み
。
天
智
帝
を
君
と
し
親
と

す
る
河
島
皇
子
が
其
の
敵
た
る
天
武
を
君
と
し
親
と
す
る
大
津
皇
子
と
私
�
あ
る
は
、
其
の
�

  

、
、
、
、
、
、

�
に
是
れ
�
る
。
悖
�
の
流
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
。
未
盡
爭
友
之
�
大
津
が
謀
反
を
相
談
し
た

る
と
き
、
其
の
謀
反
を
止
め
さ
す
る
が
友
と
し
て
爭
ふ
�
な
り
。
其
の
友
た
る
の
�
を
施
さ
ず

し
て
、
其
の
塗
�
に
陷
ら
し
む
る
如
き
は
、
其
れ
之
を
何
と
謂
ふ
や
。
其
心
事
疑
は
ざ
る
を
得

ず
。
官
は
淨
大
參
に
至
る
。

五
言
山
齋
一
�

塵
　
外
　
年
　
光
　
滿

林
　
間
　
物
　
候
　
明

風
　
月
　
澄
二
　

游
　
席
一

　
　
ス

松
　
桂
　
期
二
　

�
　
�
一

　

　
�
體
、
�
目
�
、
卑
俗
の
極
。
大
友
の
二
�
に
比
較
す
る
と
き
は
、
其
れ
千
里
の
隔
あ
り
。



大
津
皇
子
　
四
首

皇
子
�
淨
御
原
帝
之
長
子
也
。
�
貌
魁
梧
。
器
宇
峻
�
。
幼
年
好
レ

學
。
博
覽
而
能
屬
レ

�
。
及

　
　
ス

　
　
テ
　
　
ニ

　
　
ク

　
　
ス

レ

壯
愛
レ

武
。
多
力
而
能
�
レ

劍
。
性
頗
放
蕩
。
不
レ

拘
二

法
度
一。
降
レ

�
禮
レ

士
。
由
レ

是
人
多
附
託
。

　
　
ス

ツ
ゲ
テ

　
　
ニ
　
　
ク

　
　
ス
　
　
レ

　
　
　
ニ
ハ
　
　
テ
　
　
ヲ　
　
ク

時
有
二

新
羅
�
行
心
一。
解
二

天
�
卜
筮
一。
詔
二

皇
子
一

曰
。
太
子
骨
法
。
不
二

是
人
臣
之
相
一。
以
レ

此
久

ア
ラ
ハ

　
　
ニ
　
　
　
ク
ハ

　
　
セ
　
　
ヲ

　
　
テ

　
　
ヲ
　
　
テ

　
　
ニ

　
　
ニ　
　
ル

ツ
ツ
ミ　
　
ノ

　
　
ヲ

在
二

下
位
一。
恐
　

不
レ

�
レ

身
。
因
�
二

�
謀
一

�
二

此
�
�
一。
�
圖
二

不
軌
一。
鳴
呼
惜
哉
。
蘊
二

彼
良
才

　
　
テ

　
　
タ

チ
カ
ヅ
ケ

　
　
　
ヲ
カ
　
　
ニ　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ル

　
　
　
ム
ノ

　
　
テ

　
　
　
　
ミ
レ
ハ

一。
不
下

以
二

忠
孝
一

保
上
レ

身
。
�
二
　

此
�
豎
一。
卒
以
二

戮
辱
一

自
�
。
古
人
愼
二

�
�
一

之
意
。
因
以
　

深
哉
。
時
年
二
十
四
。

  

、
、
、
、

　
淨
御
原
帝
は
�
ち
天
武
天
皇
な
り
、
山
陵
�
在
地
は
淨
御
原
な
り
、
�
貌
魁
梧
、
器
宇
峻
�
、

  

、
、
、
、

  
、
、
、
、

�
貌
魁
梧
は
身
�
の
偉
大
を
曰
ふ
な
れ
ば
異
論
無
し
。
器
宇
峻
�
の
�
字
は
後
�
よ
り
見
る
も

調
和
せ
ず
。
二
十
四
�
に
し
て
誅
戮
せ
ら
る
ゝ
人
に
對
し
て
、
此
の
如
き
語
を
以
て
す
、
古
今

  

、
、
、
、

例
少
な
し
。『
日
本
紀
』
に
容
止
墻
岸
、
音
辭
俊
朗
と
あ
り
、
此
の
批
�
太
だ
よ
し
。
降
�
禮
士

  

、
、

  

、
、

は
我
�
貴
の
身
を
�
し
う
し
て
以
て
賢
士
を
厚
禮
す
。
人
の
附
託
す
る
�
以
な
り
。
行
心
は
未

  

、

こ
と
ば

詳
、
詔
は
上
よ
り
下
に
臨
む
語
に
し
て
、
下
よ
り
上
に
對
し
て
用
ゐ
し
例
を
見
ず
。
�
と
假
り

  

、
、

　
　
シ
　
　
ニ

ク
ワ
イ
　
ゴ
ス
ル
ヲ
　
　
ヲ
ナ
ス

　
　
ト

て
訓
む
べ
し
。
�
�
は
『
�
記
』【
孝
�
紀
】
背
レ

�
反
レ

上
、
�
二

�
　
�
民
一

爲
二

大
�
一

と
あ
る

あ
や
ま
ら

  

、
、

よ
り
出
づ
。
奸
�
が
一
言
以
て
此
の
人
を
�
�
し
め
た
る
な
り
、
不
軌
は
軌
度
の
外
に
出
る
の

　
　
　
ナ
ル　
　
ハ

　
　
　
ナ
ル

フ

キ
　
　
ニ

　
　
テ
　
　
　
ウ
ス　
　
ノ　
　
ヲ

  

、
、

謂
ひ
、『
�
記
』
大
　

�
�
�
、
小
　

�
不
二

軌
於
一レ

法
、
以
危
二

其
命
一

と
あ
り
、
�
豎
行
心
と
云
ふ

  

、  

、  

、
、  

、
、

ヤ
ク
ザ
坊
主
。
卒
以
二

戮
辱
一

自
�
朱
鳥
元
年
十
月
三
日
に
死
を
賜
ふ
。

コ
コ
ニ　
　
ス

五
言
春
苑
言
　

宴
　
一
首

　
　
テ

　
　
ミ

　
　
ニ

開
レ
　

衿
　
臨
二
　

靈
　
沼
一

シ
メ
テ
　
　
ヲ

　
　
ス

　
　
ニ

游
レ
　

目
　
歩
二
　

金
　
苑
一

澄
　
�
　
苔
　
水
　
深

�
　
曖
　
霞
　
峯
　
�

驚
　
波
　
共
二
　

絃
　
�
一



哢
　
鳥
　
與
レ
　

風
　
聞

羣
　
�
　
倒
　
載
　
歸

　
　
カ

彭
　
澤
　
宴
　
誰
　
論

　
天
武
天
皇
の
御
宴
に
於
て
の
作
な
ら
ん
が
、
何
年
何
月
な
る
や
は
知
る
能
は
ず
。
壬
申
�
ち

白
鳳
元
年
の
時
。
皇
子
は
十
�
な
れ
ば
、
詩
を
�
熟
し
た
る
は
其
れ
以
後
と
爲
さ
ざ
る
を
得
ず
。

白
鳳
十
二
年
、
皇
子
に
詔
し
て
、
政
�
を
聽
か
し
む
と
あ
れ
ば
、
今
存
す
る
詩
は
、
二
十
�
以

  

、
、  
、
、

  

、
、
か
す
み

こ
め

後
の
作
な
ら
ん
と
考
ふ
。
靈
沼
、
金
苑
、
共
に
宮
庭
な
れ
ば
な
り
。
�
曖
は
霞
の
籠
て
暗
き
貌
。

  

、

  

、

  

、

  

、

  

、

宴
席
に
て
鳴
ら
す
絃
聲
は
、
波
の
上
に
�
き
を
落
し
、
樹
間
に
聲
を
哢
す
る
鳥
は
風
聲
と
與
に

  

、
、

　
　
フ
　
　
ヲ

　
　
タ

レ
　
　
ル

聞
ゆ
。
倒
載
は
『
禮
記
』
に
出
る
語
。『
晋
書
山
簡
傳
』
に
簡
優
游
卒
レ

�
、
唯
酒
是
耽
、
�
�

　
　
ノ

　
　
シ

　
　
ニ

　
　
テ
　
　
ヲ　
　
チ　
　
フ

　
　
テ
　
　
ヲ

　
　
ト

　
　
テ

氏
荊
土
豪
族
、
有
二

佳
園
池
一、
簡
宴
二

游
池
上
一、
置
レ

酒
輙
醉
、
名
レ

之
曰
二

高
陽
池
一、
有
二

童
兒
一

歌

　
　
ル
イ
ヅ
コ
ニ

　
　
テ　
　
ル

　
　
ニ

△

△
　
△
ル

つ
つ
み

曰
、
山
�
在
二

何
許
一、
往
到
二

高
陽
池
一、
日
夕
倒
載
歸
、
酩
酊
無
レ

�
レ

知
。
醉
極
ま
れ
ば
�
で
も

さ
か
し
ま

  

、
、

何
で
も
倒
に
し
て
歸
る
と
の
意
。
彭
澤
は
縣
の
名
、
今
日
の
江
西
省
湖
口
縣
の
東
三
十
里
。
晋

れ
い

　
　
リ

　
　
ヲ

ガ

フ  

ニ

　
　
ス

の
陶
淵
明
此
に
令
と
爲
る
。
陶
�
が
「
�
二

田
司
直
城
東
別
業
一

序
」
に
借
二

九
州
于
樂
府
。
移
二

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ク

ユ
ヘ
ン
ナ
リ
　
　
　
　
ニ
ス
ル

　
　
ヲ

三
典
于
頌
章
一、
皆
我
�
レ

堯
之
心
、
除
二

秦
之
政
一、
�
三

以
偶
二
　

春
�
之
宴
一

也
、
山
簡
の
故
事
と
、

陶
�
の
故
事
を
用
ゐ
て
、
以
て
今
日
の
盛
宴
を
頌
す
る
も
の
な
り
。
陶
侃
を
陶
�
と
同
一
に
見

た
る
�
な
る
べ
し
。
詩
法
と
し
て
之
を
�
る
に
、
古
詩
な
る
が
如
く
、
律
體
な
る
が
如
く
、
一

首
な
る
が
如
く
、
二
首
な
る
が
如
く
、
律
と
す
れ
ば
、
苑
、
�
、
聞
、
論
の
韻
法
正
し
か
ら
ず
、

古
詩
と
し
て
は
對
句
に
拘
泥
せ
し
形
あ
り
。
然
れ
ど
も
此
時
代
我
に
傳
來
せ
し
も
の
『
�
�
』

『
詩
經
』『
陶
淵
明
集
』
位
の
も
の
な
ら
ん
。
彼
に
在
て
樂
天
は
未
だ
生
れ
ず
、『
長
慶
集
』
の
影

�
を
受
く
べ
き
樣
無
し
、
�
�
の
五
言
と
雖
も
、
此
の
變
則
の
詩
は
少
な
し
。
然
り
と
雖
も
年

少
の
皇
子
、
詩
法
嚴
不
嚴
を
知
ら
ず
、
已
む
を
得
ざ
る
な
り
。

五
言
游
獵
　
一
首

　
　
ヒ

　
　
ノ

　
　
ヲ

�
　
擇
二
　

三
　
能
　
士
一

　
　
ニ

　
　
ク

　
　
ノ

暮
　
開
二
　

萬
　
騎
　
筵
一



　
　
メ

レ
ン
ヲ
　
　
ニ

喫
レ
　

臠
　
倶
　
豁
　
矣

　
　
テ傾レ

　

盞
　
共
　
陶
　
然

カ
ガ
ヤ
キ

　
　
ニ

月
　
弓
　
輝
二
　

谷
　
裏
一

　
　
ル

　
　
ニ

雲
　
旌
　
張
二
　

嶺
　
�
一

　
　
ル

　
　
ニ

曦
　
光
　
巳
　
陰
レ
　

山

壯
　
士
　
且
　
留
　
�

  

、
、

　
三
能
は
星
の
名
、
三
臺
と
同
じ
。
今
の
三
能
は
未
考
。
或
は
考
ふ
、
獵
を
行
ふ
春
夏
秋
の
農

時
を
�
く
。
其
の
事
を
能
く
知
る
の
士
か
。
�
に
獵
し
、
其
の
獲
る
�
の
肉
を
以
て
暮
に
筵
を

  

、

  

、
、

ひ
ら
け

  

、
、

開
く
。
臠
は
細
か
に
切
り
た
る
肉
。
豁
矣
は
氣
分
の
豁
た
る
な
り
。
陶
然
は
心
地
よ
く
醉
ふ
貌
。

  

、  

、

み

か

づ
き

月
弓
は
弓
を
張
れ
ば
三
日
月
形
を
爲
す
。
唐
詩
の
邊
月
隨
二

弓
影
一

と
同
意
味
な
り
。
此
の
句
は

  

、
、

た
む
ろ

  
、
、

將
に
獵
せ
ん
と
す
る
�
。
雲
旌
の
句
は
獵
人
の
屯
す
る
�
。
曦
光
は
旭
日
、
�
よ
り
暮
に
及
ん

で
、
�
且
歸
�
を
欲
せ
ざ
る
な
り
。
此
詩
も
�
首
と
同
じ
く
、
作
�
自
ら
古
體
な
る
や
、
律
體

な
る
や
を
知
ら
ず
し
て
成
り
し
も
の
な
り
。

七
言
�
志

天
　
紙
　
風
　
筆
　
畫
二
　

雲
　
鶴
一

山
　
機
　
霜
　
杼
　
織
二
　

葉
　
錦
一

　
字
の
表
面
は
、
天
地
自
然
の
美
を
讚
嘆
し
た
る
も
の
、
而
か
も
、
我
が
心
地
は
雲
鶴
の
如
く
、

�
葉
錦
の
如
く
、
唯
�
、
唯
麗
、
些
の
�
濁
を
著
け
ず
と
な
り
。
此
の
側
面
の
意
あ
り
て
、
始

め
て
以
て
�
志
の
題
に
背
か
ず
、
表
面
の
み
に
て
何
ぞ
�
志
と
言
ふ
を
得
ん
。
此
の
二
句
に
�

に
二
句
を
添
へ
て
、
以
て
後
人
聯
句
と
題
す
る
も
の
は
、
如
何
。

　
　
ニ

赤
　
雀
　
含
レ
　

書
　
時
　
不
レ
　

至

　
　
　
　
ル
コ
ト

潛
　
龍
　
勿
レ
　

用
　
未
二
　

安
　
寢
一



△

△

  

、
、
、

 

、　ヲ
　
　
リ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
マ
ル

　
　
ニ

　
含
は
�
る3

に
作
る
べ
し
。『
�
書
』【
中
候
】
に
季
秋
赤
雀3

二

丹
書
一

入
レ

�
止
二

昌
�
一

と
あ

ど
う
さ

り
。『
瑞
應
圖
』
に
赤
雀
は
王
�
の
動
作
、
天
時
に
應
ず
る
と
き
は
、
赤
雀
書
を3

ん
で
來
る
。

  

、
、

  

、
、
、
、

今
は
不
至
大
津
が
謀
反
を
企
て
た
れ
と
も
、
�
瑞
來
ら
ず
、
事
の
成
ら
ざ
る
を
言
ふ
。
潛
龍
勿
用

ひ
そ

は
『
易
』
の
語
、
龍
は
潛
む
に
宜
し
、
出
る
に
宜
し
か
ら
ず
。
�
賢
は
其
の
�
を
養
ふ
べ
し
、
志

あ
ら
は

を
伸
る
は
時
を
待
つ
べ
し
。
時
を
待
た
ず
し
て
出
で
、
潛
ま
ず
し
て
現
る
ゝ
は
、
業
の
成
就
せ

ざ
る
�
以
な
り
。
此
の
二
句
は
案
ず
る
に
『
懷
風
藻
』
を
�
す
る
�
の
作
る
�
、
決
し
て
他
人

の
作
に
は
あ
ら
ず
。
葉
錦
の
下
に
此
の
句
を
添
加
す
る
は
、
皇
子
に
於
て
豈
恨
な
か
ら
ん
や
。
唐

△

△

△

の
董
思
恭
が
詩
に
北
堂
未
二

安
寢
一

の
句
あ
り
。

五
言
臨
�
一
�

　
　
ニ

金
　
烏
　
臨
二
　

西
　
�
一

　
　
ス

�
　
聲
　
催
二
　

短
　
命
一

　
　
シ

泉
　
路
　
無
二
　

賓
　
主
一

　
　
ニ

　
　
フ

此
　
夕
　
誰
　
家
　
向

　
金
烏
は
太
陽
の
異
名
。
太
陽
が
西
�
に
臨
む
は
、
�
ち
落
日
な
り
。
皇
子
が
二
十
四
の
年
も

と

け
い

  

、
、

  

、
、

�
に
�
を
�
げ
ん
と
す
、
漏
聲
も
�
聲
も
刻
刻
に
�
る
。
嗚
呼
二
十
四
、
短
命
を
悲
し
ま
ざ
ら

  

、
、

  

、

  

、

  

、

  

、

  

、

ん
や
。
泉
路
は
冥
冥
、
賓
も
無
く
、
主
も
無
し
。
此
の
身
を
寄
す
る
果
し
て
誰
が
家
ぞ
や
。
�

�
の
語
と
誰
も
、
哀
哀
の
極
み
な
り
。



�
學
生
釋
智
藏
　
二
首

　
　
ハ

　
　
ノ

　
　
ス

　
　
ニ

　
　
ニ

　
　
ノ

　
　
リ

　
　
ノ

　
　
テ

智
藏
師
�
。
俗
姓
禾
田
氏
。
淡
�
帝
世
。
�
二

學
唐
國
一。
時
�
越
之
間
。
有
二

高
學
尼
一。
法
師
就

　
　
一　
　
ク
　
　
ヲ

　
　
ノ

レ

尼
受
レ

業
。
六
七
年
中
。
學
業
頴
秀
。

の
ち

　『
懷
風
藻
』
よ
り
六
百
年
も
後
に
出
し
『
元
亨
釋
書
』
に
曰
く
、「
智
藏
は
�
國
の
人
、
�
亮

こ

法
師
が
俗
た
り
し
時
の
子
な
り
、
嘉
�
【
支
那
に
在
て
】
に
�
し
て
、
三
論
の
微
旨
を
受
け
、
此

の
土
に
入
て
、【
日
本
に
來
て
の
意
】
法
隆
寺
に
居
し
、
盛
ん
に
�
宗
を
唱
ふ
。
白
鳳
元
年
【
天

武
帝
】
�
正
と
爲
る
。
�
慈
、
智
光
、
皆
藏
が
弟
子
な
り
。」
虎
關
は
歸
�
人
と
爲
す
も
の
ゝ
如

い
な
た

く
わ
で
ん

し
。『
風
藻
』
は
俗
姓
禾
田
氏
と
【
禾
田
氏
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
】
あ
れ
ば
、
日
本
の
人
な
り
。

　
　
ノ

△

△

�
亮
は
高
麗
の
�
、
�
正
に
任
ぜ
ら
る
。
唐
の
劉
禹
錫
が
詩
に
、
�
二

日
本
�
智
藏
一

の
七
律
あ

　
　
テ
　
　
ヲ

　
　
ヲ

　
　
ク

　
　
ス

　
　
ニ

　
　
ク

　
　
シ

り
。
�
レ

杯
萬
里
�
二

滄
溟
一。
�
禮
二

名
山
一

�
二

性
靈
一。
深
夜
降
レ

龍
潭
水
�
。
新
秋
放
レ

鶴
野
田
�
。

　
　
ソ

　
　
ヲ

　
　
ヲ
　
　
　
メ
ニ　
　
フ

　
　
　
タ
ル

　
　
ヲ

身
無
二

彼
我
二

那
懷
レ

土
。
心
會
二

眞
如
一

不
レ

讀
レ

經
。
爲
　

問
中
華
學
レ

�
�
。
幾
人
雄
猛
得
二

寧
馨
一。

い
な
た

歸
�
人
の
多
き
時
代
な
れ
ば
、
�
く
無
し
と
は
斷
ぜ
ざ
る
も
、
今
『
風
藻
』
に
從
て
禾
田
氏
と

見
る
べ
し
。
但
し
此
に
疑
問
の
點
は
、
淡
�
帝
の
世
、
唐
國
に
�
學
す
と
あ
れ
ば
、
唐
の
高
宗

の
時
代
、
劉
禹
錫
生
れ
ざ
る
百
年
�
に
屬
す
。
虎
關
�
の
白
鳳
元
年
�
正
と
爲
る
の
�
を
信
ぜ

ば
、
支
那
に
在
る
こ
と
十
年
、
歸
�
後
、
天
武
の
爲
め
に
�
正
の
任
命
を
蒙
む
り
し
も
の
。
白

鳳
元
年
は
高
宗
の
咸
亨
三
年
、
劉
禹
錫
は
影
も
形
も
人
間
に
無
し
。
然
ら
ば
是
よ
り
百
年
後
に

△

△

亦
智
藏
な
る
�
の
入
唐
せ
し
�
あ
り
し
に
や
。
記
し
て
後
賢
の
叱
正
を
待
つ
。

　
　
ル　
　
リ

　
　
ノ

　
　
メ
　
　
ヲ

　
　
リ

　
　
ミ

　
　
ヲ

　
　
ニ　
　
テ

イ
ツ
ハ
リ　
　
シ

　
　
ス

同
�
�
等
。
頗
有
二

忌
�
之
心
一。
法
師
察
レ

之
。
計
二

�
レ

�
之
方
一。
�
被
レ

髪
陽
　
狂
。
奔
二

蕩
�

　
　
ニ

ヒ
ソ
カ
ニ　
　
シ

　
　
ノ

　
　
ヲ

モ
ル
ニ　　
　
シ
テ

　
　
ヲ

　
　
ケ
ウ
ル
シ
ヲ
ヒ
　
　
シ

フ

タ
ン
シ
テ

　
　
ス

　
　
メ

　
　
テ　
　
シ

路
一。
密
　
寫
二

三
藏
要
義
一。
盛
　

以
二

木
筒
一。
著
レ

漆
　
秘
封
。
�
擔
　
�
行
。
同
�
輕
蔑
。
以
爲

　
　
　
ナ
リ
　
　
ニ

　
　
ヲ

二

鬼
狂
一。
�
不
レ

爲
レ

�
。

  

、
、
、
、

　
同
�
�
等
は
日
本
よ
り
共
に
入
唐
せ
し
�
な
ら
ん
が
、
名
も
傳
は
ら
ず
、
煙
と
爲
り
し
鼠
輩

  

、
、

ち

は
つ

な
り
。
被
髪
は
俗
人
の
事
、
�
は
薙
髪
す
。
而
る
に
薙
髪
せ
ず
俗
人
の
態
を
爲
す
、
陽
狂
な
る



�
以
。　

　
ノ

　
　
フ

　
　
ニ

　
　
テ

バ
ク
　
　
ス

　
　
ヲ

　
　
テ
　
　
テ　
　
ノ

　
　
ク

　
　
ス

太
后
天
皇
世
。
師
向
二

本
�
一。
同
�
登
レ

陸
。
曝
二

涼
經
書
一。
法
師
開
レ

襟
對
レ

風
曰
。
我
亦
曝
二

涼

　
　
ヲ

　
　
ス

　
　
ト

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
テ
　
　
ニ

　
　
ス

經
典
之
奧
義
一。
衆
皆
嗤
笑
。
以
爲
二

妖
言
一。
臨
二

於
試
業
一。
昇
レ

座
敷
演
。
辭
義
峻
�
。
音
詞
雅
麗
。

　
　
ル

　
　
　
シ
テ

　
　
　
シ
テ　
　
ヲ　
　
ス

　
　
ニ

　
　
ニ　
　
シ

應
對
如
レ

流
。
皆
屈
�
�

莫
レ

不
二

驚
駭
一。
帝
嘉
レ

之
拜
二

�
正
一。
時
�
七
十
三
。

  

、
、
、
、

　
太
后
天
皇
朱
鳥
元
年
九
月
天
武
天
皇
崩
ず
。
太
后
�
に
臨
で
制
を
稱
す
。
是
を
持
統
天
皇
と

  

、
、

く
わ
ん
ろ
く

爲
す
。
�
正
は
�
官
、
推
古
天
皇
の
三
十
二
年
、
百
濟
の
觀
勒
を
以
て
始
め
と
す
。
觀
勒
の
奏

に
因
て
、
�
尼
を
正
す
法
を
設
け
し
な
り
。
智
藏
は
、
觀
勒
よ
り
四
十
七
年
後
に
�
正
と
爲
り

し
も
の
な
れ
ば
、
�
正
と
し
て
最
も
實
力
あ
る
時
代
と
す
。
寂
年
は
記
す
る
も
の
無
け
れ
ば
、
知

る
を
得
ず
。

五
言
�
二

�
鶯
一

　
一
首

　
　
シ

桑
　
門
　
寡
二
　

言
　
晤
一

ツ
イ
テ
　
　
ヲ
　
　
　
ト
ス

　
　
ヲ

策
レ
　

杖
　
事
二
　

�
　
�
一

　
　
テ

　
　
ノ

　
　
ノ

　
　
ヲ

以
二
　

此
　
芳
　
春
　
�
一

　
　
ニ

忽
　
値
二
　

竹
　
林
　
風
一

ワ
ラ
ヒ
　
　
ニ

求
レ
　

友
　
鶯
　
嫣
レ
　

樹

　
　
フ

　
　
ニ

含
レ
　

香
　
�
　
笑
レ
　

叢

　
　
ノ

雖
　
喜
二
　

遨
　
�
　
志
一

マ
タ

シ
キ
コ
ト
ヲ

　
　
ニ

�
　
�
　
乏
二
　

雕
　
蟲
一

  

、
、

  

、
、

　
　
ノ
　
　
　
ナ
ル

　
桑
門
は
沙
門
な
り
、
佛
門
な
り
。
言
晤
は
�
う
て
語
る
こ
と
な
り
。『
毛
詩
』
に
彼
美
　

淑
�
、

　
　
シ
　
　
テ　
　
　
　
ス
ベ
シ

す
く
な

つ
ゑ

可
二

以
晤
言
一

と
あ
る
。
寺
門
を
訪
ふ
客
少
な
く
、
從
つ
て
言
晤
す
る
こ
と
寡
し
。
是
の
故
に
杖

つ

  

、

  

、
、

を
策
い
て
門
を
出
で
�
を
�
へ
、
鳥
に
�
ひ
、
此
の
芳
春
の
佳
�
を
樂
し
む
。
忽
ち
に
し
て
竹
林

  

、

  

、

の
風
が
、
面
に
當
る
と
思
へ
ば
、
關
關
と
し
て
鳴
く
鶯
は
、
是
れ
友
を
求
む
る
な
り
。
郁
郁
の


